
●水素バスは、タンクに充填された水素と空気中の酸素か
ら電気を作り、モーター駆動で走行するため、走行中に
CO2や排気ガスを排出しない、クリーンなバスです。

●大容量の外部給電システムを備えており、発災時には
「走る発電所」として、学校の体育館などの避難所で、
約5日間分の電力供給が可能です。

県では、温室効果ガスの排出を抑制する「緩和策」と、気候変動の影響に適切に対処する「適応策」を両輪として
「脱炭素社会」の実現を目指す「すだちくん未来の地球条例」のもとで、「2050年温室効果ガス排出・実質ゼロ」に
向けた取組みを推進しています。

●究極のクリーンエネルギー「水素」

●「水素バス」の路線運行開始

～中四国初！「水素（燃料電池）バス」の路線運行が開始されました～

 徳島から発信 ！
「水素立県・元年」の幕開け

●お問い合わせ先／グリーン社会推進課  ☎088-621-2209 FAX088-621-2845
　✉ greenshakaisuishinka@pref.tokushima.jp

●「水素バス」路線運行の
　開始について（県HP）

水素バスの路線運行開始により、運輸部門の脱炭素化をより一層推進し、
徳島からＧＸ（グリーントランスフォーメーション）の実現に向けた取組みを進めていきます。

これまでの
取組み

●全国トップクラス ！ 公用車への燃料電池自動車の導入
●地方空港では全国初 ！ 徳島阿波おどり空港での「水素ステーション」と「燃料電池フォークリフト」のセット運用
●全国初 ！ 「燃料電池パトカー」の運用

令和3年12月1日から、中四国初となる「水素バス」2台の路線運行が徳島バス株式会社により開始されました。
水素バスは、徳島駅と「徳島阿波おどり空港」や「鳴門公園」を結ぶ「鳴門線」の4路線、1日あたり11便運行しています。

「徳島県水素グリッド構想（平成27年度策定）」に基づき、
 全国に先駆けた事業展開を行ってきました。

●CO2・排気ガスゼロ ！ クリーンで、
　災害時にも役立つ「水素バス」

●水素バスのデザイン
●徳島らしい藍色をベースに、鳴門の渦潮を円で表現。
●車体に描かれた円は、SDGsの5つの目標のカラーです。

➤今月23日までは「カレーまつり」ジビエと
スパイスの華麗なるコラボを堪能 ！
➤22日からは「カフェまつり」おしゃれジビエ
が目白押し ！
➤来月5日からは「パンまつり」バラエティー
豊かなジビエパンが登場 ！
➤最終2月19日から27日までは「激辛・大盛・
揚げもんまつり」と盛りだくさん。
　さらに、「食のまつり」の期間中、各店舗
を回るとすてきなプレゼントが当たるスタ
ンプラリーも開催 ！ 徳島の野山が育んだ
「ヘルシーでおいしい」阿波地美栄ぜひ
ご賞味くださいね。

（徳島県知事　飯泉嘉門）

阿波地美栄キャンペーン
～食のまつり開催中 ！～

i c h i g o i c h i e

　皆さんは「ジビエ」を聞いたことがありま
すか？ 食材となる野生鳥獣肉のことをフラ
ンス語でジビエといい、ヨーロッパでは貴族
の狩猟で得られた成果が「伝統料理」
として発展、日本では武士の世界で同じ
文化があります。
　実はジビエ、高タンパク低カロリー、
鉄分やビタミンB2を豊富に含むヘルシー
食材なのです。
　県土の76％が森林の徳島県。豊かな
森は多様な生物を育む一方、増えすぎた
シカやイノシシによる農作物や森林への
被害が年々深刻となっています。
　県では、市町村や猟友会と連携し、毎年
2万頭を超えるシカやイノシシを捕獲、その
命を大切に、そして貴重な地域資源として
地域の活力につなげるため、シカやイノシシ
の肉に「地域が美しく栄えて欲しい」との
想いを込め「阿波地美栄（あわジビエ）」と
名付け、その活用を推進しています。
　その一つとして、県内の処理加工施設
で衛生的に食肉処理された安全・安心な
阿波地美栄をおいしくいただく“食のまつり”
を、来月27日まで、期間ごとにテーマを変え
て開催中です ！

●災害から命を守るために私たちに出来ることから始めようと思います。（50代） ●サイクル・キャビンに乗ってゆっくりと徳島の自然を感じたいです。（20代）
●いざという時に電源供給もできるクリーンな水素バスが普及するといいと思いました。（30代）

締切 1月26日（水）必着
12月号の正解は「サイクル」でした。

●答え、住所、氏名、
年齢、感想、取り上げ
て欲しいテーマなどを記入の上、はがき、Eメール
（宛先は表紙上部に記載）または2次元コードで
ご応募ください。

コロナ禍の中、頑張る皆さんへ寄せ
られたメッセージを掲載しています。

感謝の気持ちを掲載中！

掲載ページ

天然鳴門鯛
味噌（125g）
［提供］（株）クオリス

抽選で
5名様

Q.列車と車がひとつになった
乗り物「○○○」は、世界初の
本格営業運行を開始。
○に入る文字は何でしょうか。

●パフォーマンス部門（18組）
1月30日（日）9：45～16：40（1組あたり15分） 

●展示部門（42組）
1月25日（火）～2月6日（日）9：30～17：00
（31日は休館日、6日は16：00まで） 

抽選で決定した徳島県出身または在住のアー
ティストたちが、グランプリを目指して競います。

●会場・問合先／県立近代美術館
（文化の森総合公園内）
☎088-668-1088 FAX088-668-7198

第13回「チャレンジとくしま芸術祭2022」
徳島発、未来のアーティスト発見! 観覧無料

テレワークの第一人者・
田澤由利氏の講演のほか、
働き方のイノベーションを
考えるワークショップ（共
催：徳島労働局）も実施。
興味・関心のある方はどなたでも参加可能
です。これからの働き方について、今だから
こそ一緒に考えてみませんか？

●日時／2月10日(木)13:00～17:00
　（時間内出入り自由）
●場所／テレワークセンター徳島
　（一部オンライン参加可）
　参加費無料・駐車場あり（無料）

【問】テレワークセンター徳島
☎090-3187-9845（平日10:00～17:00）
✉info@tokushima-telework.jp

「とくしま働き方フォーラム  
2022」を開催します

詳細・お申込
みはこちら

キャンペーン第1弾【1月末まで】
投稿テーマ 寒い季節にピッタリ ！  

体の温まる阿波ふうど

②投稿に「＃旬の阿波ふうど」をつけて
　ＳＮＳに投稿

キャンペーン
詳細はこちら

【問】もうかるブランド推進課
☎088-621-2408
FAX088-621-2856

「＃旬の阿波ふうど」
 SNS投稿キャンペーン

※当選者には、後日当選のご連絡を差し上げます。

③抽選で20名様に旬の徳島県
　産食材やとくしま特選ブランド
　認定商品をプレゼント

①阿波ふうどスペシャリスト
　に登録 登録はこちら


